俳句部門
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一様に筍さげし土産かな

いつ死ぬる金魚と知らず美しき

顔かくし行過ぎたりし日傘かな

行水の女にほれる烏かな

京伝も一九も居るや夕涼み

早乙女の重なり下りし植田かな

静かさは筧の清水音たてて

セルを着て病ありとも見えぬかな

底の石ほと動き湧く清水かな

月青くかかる極暑の夜の町

 (
俳句
は一
行空け
で作品を記載してください。
応募は
ひとり
三句以上十句以内
です。
)札幌木曜高等学校　二年　河東　碧梧桐

初日さす朱雀通りの静さよ

薮入のさびしく戻る小道かな

元日や寺にはひれば物淋し

上京や万歳はいる寺の門

元日の袴脱ぎ捨て遊びけり

蓬莱や海老かさ高に歯朶隠れ

ほの暗き忍び姿や嫁が君

賣初や多分に切つて尺の物

屠蘇鱈汁数の子の御列かな

 (
書式に作品を貼り付ける際は、
サンプルの書式を維持するために
「テキストのみ保持」で貼り付けましょう。
これらの注意事項の吹き出しは消して
提出してください。
)四ツ手毬上手にこそはゆりにけれ
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